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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
輝
か
し
い
平
成
18
年
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
常
日
頃
よ
り
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
舟
形
町
の
未
来
を
拓
く
子
ど
も
達
の
輝
か
し
い
活
躍
が
目
を
ひ
き
ま
し
た
。 

　
舟
形
中
学
校
３
年
生
の
生
徒
が
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
（
ジ
ャ
ベ
リ

ッ
ク
ス
ロ
ー
競
技
：
や
り
投
げ
）
で
全
国
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
野
球
部
、
バ
レ
ー
部
、
卓
球
部
、
相
撲
部
も
県
大
会
や
地
区
大
会
で
優
勝
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
す
ば
ら
し
い
活
躍
は
「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
達
の
大
き
な
成
長
と
活
躍
は
、
舟
形
町
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
の
更
な

る
躍
進
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
応
援
し
見
守
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
ま
た
、
舟
形
町
に
と
っ
て
は
大
き
な
災
害
も
な
く
平
穏
な
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
町
民
の
皆

様
と
共
に
お
喜
び
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に
よ
る
本
格
的
な
「
人
口
減
少
社
会
の
到
来
」
「
三
位
一
体
改

革
」
「
官
か
ら
民
へ
、
国
か
ら
地
方
へ
の
地
方
分
権
の
進
展
」
「
諸
改
革
」
な
ど
大
き
な
節
目
を
迎
え

て
い
る
中
で
、
舟
形
町
の
今
後
を
厳
し
く
見
据
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、
当
町
は
、
町
民
の
皆
様
の
自
立
の
町
の
選
択
を
も
と
に
、
昨
年
を
自
立
元
年
と
位
置

づ
け
、
こ
れ
ま
で
の
役
場
組
織
９
課
１
局
１
室
を
４
課
１
委
員
会
１
局
１
室
に
ス
リ
ム
化
す
る
と
と
も

に
、
職
員
間
の
連
携
や
効
率
的
な
事
務
が
執
行
で
き
る
よ
う
に
、
従
来
の
係
制
か
ら
複
数
の
係
を
一
緒

に
し
た
班
編
制
に
改
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り
課
を
新
設
、
内
部
に
統
括
班
、
東
部
班
、
西

南
部
班
の
３
つ
の
町
民
の
窓
口
拠
点
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な
り
知

恵
を
出
し
合
い
、
情
報
を
共
有
し
、
そ
し
て
互
い
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら
「
協
働
の
町
づ
く
り
」
を
一

層
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
　
そ
の
成
果
も
徐
々
に
現
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の

厳
し
い
財
政
状
況
を
考
え
れ
ば
、
さ
ら
に
「
協
働
の
町
づ
く
り
」
を
定
着
し
、
共
に
推
進
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
平
成
18
年
の
最
重
要
課
題
は
、
働
く
女
性
が
年
々
増
え
て
い
る
中
で
、
社
会
参
加
し
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
、
子
育
て
支
援
や
保
育
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
幼
・
小
・
中
の
一
貫
し
た
教
育
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
本
年
も
町
民
の
皆
様
の
知
恵
と
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
民
と
一
体
と
な
り
、
更
な
る
町
の

発
展
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。 

 

今
年
は

今
年
は 

　 

戌
年
戌
年 

今
年
は 

　 

戌
年 

・
明
治
43
年
生
ま
れ･･･

９
名  

・
大
正
11
年
生
ま
れ･･･

42 
名  

・
昭
和
９
年
生
ま
れ･･･

107
名 

・
昭
和
21
年
生
ま
れ･･･

68
名 

・
昭
和
33
年
生
ま
れ･･･

98
名  

・
昭
和
45
年
生
ま
れ･･･

43
名  

・
昭
和
57
年
生
ま
れ･･･

67
名  

・
平
成
６
年
生
ま
れ･･･

53
名 

　
１
月
１
日
現
在
、
わ
が
町
で
戌
年
生
ま
れ

の
方
は
４
８
７
人
で
、町
全
体
の
７
・
２
４
％ 

を
占
め
ま
す
。 

      

●
干
支
の
中
で
、
戌
は･･･  

　
「
戌
」
は
十
二
支
の
中
で
第
11
番
目
に
数

え
ら
れ
、
時
間
に
す
る
と
午
後
８
時
、
方
角

に
す
る
と
西
北
西
に
な
り
ま
す
。 

 

●
戌
年
生
ま
れ
の
性
格
は･･･ 

　
非
常
に
忍
耐
強
く
、
器
用
な
タ
イ
プ
の
人

が
多
い
。 

　
確
固
と
し
た
信
念
、
人
を
助
け
る
義
侠
心

の
持
ち
主
で
、
他
人
の
意
見
に
も
耳
を
傾
け

る
度
量
が
あ
り
、
直
感
的
に
相
手
の
人
柄
を

見
抜
く
能
力
を
備
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
義
理
人
情
に
厚
く
、
十
二
支
の
中

で
は
最
も
誠
実
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
が
戌

年
生
ま
れ
で
す
。
い
っ
た
ん
芯
を
許
し
た
相

手
に
は
、
一
生
変
わ
ら
ぬ
情
を
持
ち
続
け
、

自
分
か
ら
は
決
し
て
裏
切
る
こ
と
は
な
い
よ

う
で
す
。 

　
自
分
が
素
直
に
従
う
こ
と
が
で
き
る
先
輩
、

上
司
、
友
人
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
思
想
哲
学
に

出
会
う
こ
と
が
長
所
を
伸
ば
す
秘
訣
。 

・
適
職 

学
者
、
芸
能
人
、
作
家
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、

発
明
家
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
な
ど
。 

  

●
戌
年
生
ま
れ
の
有
名
人 

 

大
正
11
年 

　
水
木
し
げ
る
（
漫
画
家
） 

　
瀬
戸
内
寂
聴
（
作
家
） 

 

昭
和
９
年 

　
高
見
　
　
映
（
ノ
ッ
ポ
さ
ん
） 

　
中
村
メ
イ
子
（
女
優
） 

 

昭
和
21
年 

　
吉
田
　
拓
郎
（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
） 

　
西
川
き
よ
し
（
タ
レ
ン
ト
） 

 

昭
和
33
年 

　
未
唯
　
　
　
（
歌
手
） 

　
假
屋
崎
省
吾
（
華
道
家
） 

 

昭
和
45
年 

　
ウ
ド
　
鈴
木
（
タ
レ
ン
ト
） 

　
ア
ジ
ャ
・
コ
ン
グ
（
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
） 

 

昭
和
57
年 

　
北
島
　
康
介
（
水
泳
） 

　
倖
田
　
來
未
（
歌
手
） 

今
年
は 

　 

戌
年 

新
年
あ
け
ま
し
て

あ
け
ま
し
て 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

新
年
あ
け
ま
し
て 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 
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雪害及び家庭除雪に 
関する問い合わせ 
舟形町豪雪対策本部 
◆事務局／総務課 
　　　　内線（47･48） 
 
町道除雪に関する問い合わせ 
◆振興課地域整備班 
　　　　内線（33･34） 

～作業は複数で～ 
　複数人で作業をすれば、ハシゴを支えてもらえますし、事故が起き 
た場合にも迅速な救助が可能になります。 
　また、隣近所との声の掛け合いも大切です。 

～滑らぬ先の滑り止め～ 
　屋根はもちろん、ハシゴや足元も滑りやすくなっています。履物や 
ハシゴには滑り止めを付けておくのが間違えないようです。また、長 
靴やハシゴに縄を巻くのも先人の知恵です。 

～命を守るから命綱～ 
　もし誤って屋根で滑った場合でも、転落を防いでくれるのが命綱で 
す。転落事故事例のほとんどは、命綱を付けていなかった方です。 

雪下ろし作業の安全３ヶ条 

シーズン最大積雪量 

雪
と
上
手
に
暮
ら
す

雪
と
上
手
に
暮
ら
す 

雪
と
上
手
に
暮
ら
す 

冬本番  　近年では、昭和49年の 

250㎝。昭和55年の285㎝ 

と大雪の記録がありまし 

たが、このペースで降り 

続けると、その記録を超 

える積雪が予想されます。 

気温の緩みと共に雪崩の危険も（長尾地内） 

背丈ほどある屋根の雪下ろしに追われる（長沢地内） 車がすれ違うのも困難な車道（沖の原地内） 短期間短期間の大量大量な降雪降雪に、追いつかない除雪作業除雪作業（舟形駅前）（舟形駅前） 

気温の緩みと共に雪崩の危険も（長尾地内） 

背丈ほどある屋根の雪下ろしに追われる（長沢地内） 車がすれ違うのも困難な車道（沖の原地内） 短期間の大量な降雪に、追いつかない除雪作業（舟形駅前） 

▲ ！ ▲ ！ ▲ ！ ▲ ！ 

　
師
走
よ
り
降
り
続
い
た
雪
は
新

年
を
迎
え
て
も
勢
い
が
弱
ま
ら
ず
、

中
心
部
の
積
雪
は
１
０
０
㎝
を
ゆ

う
に
超
え
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
町
で
は
、
今
後
の
降
雪

を
考
え
、
雪
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
１
月
４
日
に
豪
雪
対
策

本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。 

１
月
24
日
現
在
の
積
雪
は 

　
長
沢
小
学
校
　
１
４
７
㎝ 

　
舟
形
小
学
校
　
１
５
０
㎝ 

　
富
長
小
学
校
　
１
５
５
㎝ 

　
堀
内
小
学
校
　
１
９
８
㎝ 

と
な
り
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
記

録
的
な
大
雪
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
均
的
な
雪
の
重
さ
は
、
１
立

方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
お
よ
そ
１
０

０
キ
ロ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の

屋
根
に
１
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
が
あ

る
と
す
る
と
そ
の
総
重
量
は
な
ん

と
10
ト
ン
に
な
り
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
明
ら
か
に
２

メ
ー
ト
ル
近
く
積
も
っ
た
屋
根
の

雪
下
ろ
し
を
し
て
い
る
様
子
を
し

ば
し
ば
目
に
し
ま
す
が
、
１
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
屋
根
に
２
メ
ー

ト
ル
の
積
雪
が
あ
る
と
、
20
ト
ン

も
の
重
量
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
放
置
し
た
ま
ま
に
す

る
と
、
家
は
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
ま
す
。 

昨
年
に
続
き 

豪
雪
対
策
本
部
を
設
置 

事
故
生
む 

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」 

放
置
で
家
の
崩
壊
も 

   

　
舟
形
町
は
雪
に
慣
れ
て
い
る
は

ず
の
地
域
で
す
が
、
今
回
の
大
雪

は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
、
こ
の

時
期
と
し
て
は
過
去
に
類
を
み
な

い
積
雪
量
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
大

雪
に
よ
る
死
亡
事
故
の
ほ
と
ん
ど

は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の
転
落
事

故
で
す
。 

　
こ
の
事
故
を
防
ぐ
に
は
命
綱
を

つ
け
る
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
命
綱
を
付
け
る
こ

と
は
な
い
の
が
実
情
で
す
。
「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
」
「
ま
さ
か
自

分
が
屋
根
か
ら
転
落
す
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
過
信

が
事
故
原
因
で
す
。 

　
普
段
か
ら
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を

し
て
い
る
こ
と
か
ら
の
過
信
で
あ

っ
た
り
、
犠
牲
者
に
は
高
齢
者
が

多
い
の
も
特
徴
的
で
す
。 

　
ま
た
、
単
独
作
業
中
の
事
故
も

多
く
、
家
の
周
囲
だ
か
ら
と
油
断
し

て
作
業
し
て
い
て
、
屋
根
か
ら
滑
り

落
ち
た
雪
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
窒
息

す
る
ケ
ー
ス
が
起
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
と
き
周
囲
に
人
が
い
れ
ば
、

速
や
か
に
事
故
に
気
が
付
き
救
出

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
大
事
故
に

至
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
先
ほ
ど
も
指
摘
し
た
よ

う
に
、
雪
は
想
像
以
上
に
重
い
の

で
す
。
全
身
が
雪
に
埋
ま
っ
て
２

０
０
キ
ロ
以
上
の
重
さ
が
か
か
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
自
力
で
脱
出
す
る

の
は
事
実
上
不
可
能
と
な
る
の
で

し
ょ
う
。 

　
今
後
さ
ら
な
る
降
雪
が
予
想
さ

れ
ま
す
。 

　
隣
近
所
が
助
け
合
い
、
流
雪
溝

の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
上
手
に
使
う

こ
と
で
、
快
適
に
冬
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。 

 

▼
そ
の
１
／
流
雪
溝
に
は
、
絶
対

「
ご
み
」
を
捨
て
な
い 

▼
そ
の
２
／
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の

中
網
は
絶
対
に
開
け
な
い 

▼
そ
の
３
／
す
べ
て
の
水
門
は
定

め
ら
れ
た
方
以
外
絶
対
手
を
ふ
れ

な
い 

▼
そ
の
４
／
投
雪
後
は
、
転
落
防

止
の
た
め
、
蓋
（
鉄
板
）
を
忘
れ

ず
閉
め
る 

▼
そ
の
５
／
水
量
が
少
な
い
時
は

投
雪
し
な
い 

  

　
こ
の
と
こ
ろ
、
家
の
周
り
の
雪

を
道
路
に
出
す
家
庭
が
見
ら
れ
ま

す
。
交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
事
故

発
生
の
危
険
も
あ
る
た
め
、
道
路

に
は
雪
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

 
　
危
険
１
／
道
路
の
一
部
だ
け
に

雪
が
あ
る
と
車
が
避
け
て
通
り
、

衝
突
事
故
の
原
因
を
作
り
ま
す
。 

　
危
険
２
／
車
が
雪
に
乗
り
上
げ
、

ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
る
時
が
あ
り

ま
す
。 

　
危
険
３
／
除
雪
作
業
に
夢
中
に

な
り
、
道
路
へ
飛
び
出
し
、
事
故

を
引
き
起
こ
す
時
が
あ
り
ま
す
。 

　
危
険
４
／
夜
間
は
凍
結
し
、
人

が
転
ん
だ
り
車
の
ス
リ
ッ
プ
事
故

の
原
因
を
作
り
ま
す
。 

 

　
以
上
の
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
状

況
が
出
現
し
大
変
危
険
で
す
の
で
、

事
故
等
を
引
き
起
こ
さ
ぬ
よ
う
、

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
。 

 

『
流
雪
溝
の
場
合
』 

排
雪
の
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う 

『
家
庭
除
雪
の
場
合
』 
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まちのわだい  まちのわだい  

わ

だ

い

④

 

３つの臼で大賑わい 
あなたもそば打ち名人！ 
　12月18日(日)生涯学習センターに於いて、大

場義次さん(紫山)、高橋菊松さん(長沢第３)を講

師に、手打ちそば講習会が行われました。 

　そば打ちで一番大切な、水まわしの手順や練り、

くくり、麺棒の扱い方などくわしく丁寧な指導に、

参加者は真剣に、楽しく手打ちそばの技術を学

びました。 

　自分の打ったそばの味は、また格別のようで、

今度は、家族や友人たちに振る舞うと張りきっ

ていました。 

  １月６日(金)、舟形徳洲苑に於いて餅つ

きが行われ、新春の味覚が振る舞われまし

た。 

  これは、富田地区と堀内地区の方々が毎

年交互に行っているもので、今年は富田地

区の方７名が、１斗２升の餅をついて振る

舞いました。 

  利用者の中には、昔を思い出して掛け声

をかける方もおり、威勢のいい掛け声とと

もに汗びっしょりになった餅つきは、大い

に賑わいました。 

　12月20日(火)、舟形小学校６年生29名が特別養

護老人ホームえんじゅ荘を訪問し、車椅子を贈呈し

ました。 

  またこの日は、車椅子贈呈の他、リコーダーを演

奏したり、利用者と一緒に折り紙や紙芝居を楽しん

で交流を深めました。 

  今回贈呈した車椅子は、全校生徒が１年間かけて

アルミ缶やプルタブを集め、購入したものです。今

後、１月と２月にも荘を訪れ、交流を深める予定で

す。 

３つのうれしい出来事 
食生活改善推進協議会 

　急激な降雪により倒壊しそうな家屋の 
除雪に駆け付ける役場職員 

◆森　友博 
◆ｓ５９．１１．１２ 
◆現在の職業は…柿崎工務所  
◆趣味は…野球、ボーリング、カラオケ。 
　お酒はビールよりワインや日本酒で 
　すね。 
◆マイブームは…最近聞いたんですが、 
　カップラーメンシーフード味にマヨ 
　ネーズは結構いけますよ。  
◆休日は･･･買い物したり、ゴロゴロし 
　てます。  
◆今何がしたい…長い休みがあれば 
　ゆっくり温泉に行きたい。  
◆町のいいところは…泳げるほどキレ 
　イな川が自慢。  
◆町の嫌なところは…雪が多いところ。 
◆将来の夢は…日本全国いろいろな所 
　に行って見聞を広めたい。 

わ だ い ⑥  

  １月11日(水)、特別養護老人ホームえ

んじゅ荘に於いて、新春の初釜が行われ

ました。 

  初釜とは新年をお祝いするお茶会で、

この日は、晴れ着姿の職員がお茶を点て、

利用者へ振る舞いました。 

  利用者は、薄化粧をしたり正月の歌を

歌ったりと、正月気分を満喫しながらじ

っくりと味わっていました。 

　１月11日(水)、舟形保育所に於いて、み

ずき団子飾りが行われました。 

  これは、正月の伝統行事を小さな子ども

たちにも体験してもらおうと、地元の老人

クラブと一緒に毎年行っているもので、色

とりどりの団子やお飾りをミズキに飾りま

した。また、餅つきも行われ、年長組が杵

と臼で餅をつき、納豆餅やあんこ餅にして

味わいました。 

お年寄りとふれあい交流 

  このたび、大阪市で開催された平成17年度全

国食生活改善大会に於いて、舟形町食生活改善

推進協議会が地域に根ざした永年の活動を評価

され厚生労働大臣表彰を受けました。 

  また、同会員の矢作ミヨシさん（舟形第１）が、

「健康日本21・わが家の食卓コンクール」に出

品した料理<旬のめぐみのみそヨーグルトグラ

タン〉が県大会で最優秀になり、全国大会に出

品されました。  

　さらに推進員の皆さんが６年の歳月をかけ、124品の郷土料理を紹介した『ふながた四季の

味』の出版など平成17年は飛躍の年になりました。今後ますますの活躍を期待しています。

町内の独居老人宅等を除雪する消防団 
（第５分団第12部　長者原消防団） 

老人宅を町内会の方々で除雪（大平町内会） 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

camera
  angle

camera
  angle

赤 白 青 黄のお団子飾り 新春の初釜 

わ
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紫山での健康教室の一コマ 紫山での健康教室の一コマ 

富田町内に巨大雪だるまが出現!!

うす 
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新春町民なわとび大会 
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「里の祖父母」が入選 
　12月18日(日)、東京都のアルカディア市ヶ

谷で行われた、平成17年度第５回「こころ

の歌」コンサートに、吾妻栄憲さんの曲「里

の祖父母」が入選しました。 

　これは全日本音楽著作家協会（会長：遠藤

実）が主催したもので、全国から選考された

約1,000曲の中から30曲が厳選され、その中

に吾妻栄憲さんの曲が見事入選しました。  

　心にしみるような歌詞と歌声が入選のポイ

ントだったようです。 

長寿の秘訣はリンゴ!?
　12月26日(月)、町では数え100歳を迎
えた幅の渡部リキヤさんに、長寿祝い金
30万円や褒章メダル、賀詞などを贈りま
した。 
　渡部さんは1906年（明治39年）12月
23日生まれ。 
　食べ物の好き嫌いは特になく、特にリ
ンゴが大好き。 
　目も良く、新聞に毎日目を通すという
元気おばあちゃんです。 

わ

だ

い

⑩

 

わ

だ

い

⑨

 

平成17年度Ｂ＆Ｇ会長杯争奪大会 
【少女バレーボール】（11/25） 

　優　勝／舟形ウィングスＡ　 

　準優勝／富長スポ少　 

　第３位／舟形ウィングスＢ   

 

【バドミントン】（12/18） 

◆個人戦女子の部 

　優　勝／森　真奈美（堀内スポ少） 

　準優勝／斉藤まどか（堀内スポ少） 

　第３位／加藤　　遼（堀内スポ少）   

◆個人戦男子の部 

　優　勝／�橋　駿太（舟形スポ少） 
　準優勝／伊藤　謙汰（舟形スポ少） 

　第３位／冨樫　魅鹿（堀内スポ少） 

やさしい行政を目指して 
  これまで、座って手続きをすることが

出来なかった正面窓口のカウンターの一

部を、従来より30㎝ほど低くし、イス

を設置しました。 

  利用者からは「座ってゆっくり書くこ

とが出来るのでとても良くなった」「時

間のかかる手続きも座って説明を聞ける

ので楽になった」などの声が聞かれまし

た。今後も皆さんへのサービス向上に努

めていきます。 

  また、まちづくり課と町民課の窓口に

「職員の窓口対応に関するアンケート」

を設置していますので、来庁した際には

どうぞご記入下さい。 

（
右
か
ら
） 

海
藤
チ
ヨ
エ
さ
ん
（
昭
和
21
年
生
ま
れ
） 

　
　
千
　
秋
さ
ん
（
昭
和
45
年
生
ま
れ
） 

　
　
夏
　
稀
ち
ゃ
ん
（
平
成
６
年
生
ま
れ
） 

　
　
幸
　
貴
さ
ん
（
昭
和
45
年
生
ま
れ
） 

ワン
ダフルフ

ァミリー集合!!ワン
ダフルフ

ァミリー集合!!【紫山：海藤さん宅】 

チ
ヨ
エ
さ
ん
…
家
族
み
ん
な
が
健
康
で
あ
る
よ
う
に
。 

千
　
秋
さ
ん
…
健
康
第
一
で
、
家
族
仲
良
く
。 

夏
　
稀
ち
ゃ
ん

…
み
ん
な
元
気
で
い
い
一
年
で
。 

幸
　
貴
さ
ん
…
体
に
気
を
付
け
て
、一
年
元
気
で
働
く
。 

　
　
　
　
　
　
今
年
は
農
業
も
覚
え
る
!!
 

今年の抱負を一言 

　今年で19回目を数える新春町民なわとび大会が1月22日(日)Ｂ＆Ｇセンターを会場に開催され、 

団体戦と個人戦に町民約450人が参加し、新春の汗を流しました。 

　なお、結果は次の通りです。 

新春町民なわとび大会 新春町民なわとび大会 
掛け声と足並みをそろえて 

【団体の部】 
◎小学生の部 
第１位　台風16号（長沢小学校）302回 
第２位　舟形クロカンスキースポ少Ａ　269回 
第３位　舟小トビッツ６年（舟形小学校）152回 
◎中学生の部 
第１位　レインボーブリッジを飛びこえろ!! ＦＧＶ☆ 
　　　　（舟形中バレー部）264回（新記録） 
第２位　エルメスとゆかいな仲間達（舟形中バド部）108回 
第３位　舟中野球・イノキーズ（舟形中野球部）92回 
◎一般男子の部 
第１位　長者原町内会（長者原）101回 
第２位　富田消防団（富田）99回 
第３位　舟形クロカンスキースポ少保護者　80回 
◎一般女子の部 
第１位　長者原若妻会（長者原）52回 
第２位　福寿野若妻会（福寿野）52回 
第３位　ＧＯ18 かあちゃんず（長沢小保護者）43回 
◎一般混成の部 
第１位　まちづくり隊（舟形町役場）61回 
第２位　チームとびたいな！（ＪＡ新庄もがみ）60回 
第３位　台風15号（長沢小保護者）40回 
　※同じ回数の場合は１回目と２回目の合計を考慮して順位を決定。 

【個人の部】 
◎小中学生男子の部 
第１位　大山　拓（堀小６年） 

第２位　鎌田　輝（舟小６年） 

第３位　渡部倫朗（舟小６年） 

◎小中学生女子の部 
第１位　沼沢有咲（舟中１年） 

第２位　伊藤亜弓（舟中１年） 

第３位　沼沢千尋（舟中２年） 

◎一般男子の部 
第１位　柴田　満（舟形） 

第２位　高橋拓也（一の関） 

第３位　高橋文明（長沢小先生） 
◎一般女子の部 
第１位　前山富美（幅） 

第２位　沼沢真理子（一の関） 

第３位　鎌田美幸（木友） 

ま
ち
の
わ
だ
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現　行 

現　行 

品目横断的経営安定 対策へ変わります 
平
成
17
年
度 

●中山間地域などの特例 

　物理的制約から規模拡大が困難な地域に限定し、基本原則の概ね８割の範囲内（中山間地域で 

　は、特定農業団体または同様の要件を満たす組織については５割の範囲内）で緩和可能 

●生産調整組織の特例 

　地域の生産調整面積の過半を受託する組織に限り、20㌶×生産調整率（７㌶を下限）の範囲内 

　（中山間地域では、20㌶×生産調整率×５/８（４㌶を下限）の範囲内）で緩和可能 

●所得に応じた特例 

　対象品目の経営上の重要な構成要因としつつ、有機栽培、複合経営などで相当水準の所得を確 

　保している経営については、事情に応じて個別に認定 

※相当水準の所得を確保している経営＝市町村基本構想の目標所得水準の過半の農業所得を確保 

するとともに、対象品目の収入、所得または経営規模が当該農業経営の農業収入、所得または経 

営規模の概ね１/３以上である場合 

 面積は権原（所有権、賃借権等）を有する現況地目が田と畑の面積および主な基幹作業を受託し、収 

穫物の販売名義を有し、販売収入の処分権を有している面積 

　上記の新たな品目横断的経営安定対策につきましては、振興課、農業委員会、 

ＪＡ等関係機関共催により、今後説明会を開催する予定です。これからの地域農 

業を考えるうえで、大変重要な内容となりますので是非ご参加ください。（日時等 

詳細につきましては追って案内いたします。） 

（全国担い手育成総合支援協議会の作成の記事を掲載させていただきました。） 

 経営安定対策説明会開催について 

対象者の経営規模要件の特例 

19年産からスタート！ 19年産からスタート！ 
対象となる「担い手」づくりのスケジュール 

期　日 取 り 組 み 内 容  

全　　　国　　　農　　　業　　　新　　　聞（ 抜　粋 ） 

品目横断的経営安定 対策へ変わります 品目横断的経営安定 対策へ変わります 
  平成19年産から現行の麦作経営安定資金や大豆交付金・大豆作経営安定対策、米の担い手経営安定 

対策は、認定農業者や集落営農組織といった担い手を対象とした新たな経営安定対策へ転換します。 

 1～5月 
（年明け～田植え前） 

18年 

 6～8月 
（田植え後～米収穫前） 
19年度産麦のは種スタート 

○新たな経営安定対策について十分に理解しましょう。 

○今後のわが家の水田経営をどうするか、家族でじっくり話し合いましょう。 

○リーダーやＪＡ・行政など関係機関からの担い手づくりの提案内容について、納得がいく 

　まで話し合いましょう。 

○農家の後継者、女性たちも参加した話し合いをしましょう。 

○提案内容について家族でしっかり話し合い、集落の担い手づくりに「どのように参加する 

　か」を決めましょう。 

○合意に基づき、農地・農作業の集積、組織化。 

　担い手認定、新たな経営安定際作への加入手続きを進めましょう。 

担い手づくりの準備と集落としての合意形成 

必要な手続き 

対象となる担い手 
一定の要件を満たす集落営農組織２０㌶ 

特定農業団体またはこれと同様の要件を満たす組織 

①地域の農用地の２/３以上の利用集積を目標とする。 

 

 

②組織の規約を作成 

③組織の経理を一括管理 

④中心となる者（候補者で足りる）の農業所得目標を決める。 

⑤５年以内の農業生産法人化の計画を持つ。 

※経過措置として、当分の間、地域の生産調整面積の過半を受託す 

る組織の場合は１/２以上の利用集積を目標とする。 

集落を基本とした全員参加による話し合いで、 
将来の地域農業を支える担い手を明確化  

 

［品目別の影響緩和対策］ 

  品目ごとの当該年収入と基準期間の平均収入の差 

額を合算・相殺し、減収額の９割について、積立金の 

範囲内で補てんします。 

米、麦、大豆、てん菜、ばれいしょ（でん粉原料用） 対象品目 

基準収入 当該年の 
収入 

明確化された担い手 

・農地、農作業の集積 

・認定農業者への積極的な誘導 

・集落営農の組織化、オペレーター 

　として積極的に参加 

※てん菜、ばれいしょ（でん粉原料用）の価格政策も移行します。 

認定農業者 北海道で10㌶ 
都府県で４㌶ 

麦、大豆、てん菜、ばれいしょ（でん粉原料用） 

担い手の 
生産コストをまかなう対策 

担
い
手
の
生
産
コ
ス
ト 

面積支払 

数量支払 

販売価格 

過去の生産実績に 
基づく支払い 

毎年の生 産量・品 
質に基づく支払い 

対象品目 

収入変動による影響を緩和する対策 

農災制度による補 
償との重複を控除 

米の差額 

麦の差額 

大豆の差額 

品目ごと 

の収入差 

額を合算 

・相殺 

補てん金 × 9割 

作業受託組織 

協業経営組織 

小麦 
 

麦作経営 
安定資金 
 

約6,900円 

販売価格等 
約2,900円 

販売価格 

約4,800円 

大豆 
 

大 豆 
交付金 
 

約8,300円 

14年産 

10㌃当たり 
基準収入（直近３カ年平均） 

積立 
（加入者：国＝１：３） 

差額の９割 
補てん 

基準価格 
（過去5年中3年平均） 

積立 
（加入者：国＝1：3） 

収入 

担経補てん 
部分 

稲得補てん 
部分 

差額の８割 
価格 

担い手経営安定対策（担経） 
米 

大豆作経営安定対策 
大豆 

・
・
・ 

※ 

過去５カ年、 

中庸３カ年 

の平均収入 

積立金（政府３：生産者 

１の割合で拠出）は、 

基準収入の１０％ 

.
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あ
 鮎は
や
っ
ぱ
り 

小
国
川 

け
 景色
豊
か
な 

猿
羽
根
山 

ま
 毎年
賑
わ
う 

若
鮎
ま
つ
り 

し
 嫉妬
す
る
ほ
ど 

美
人
土
偶 
て
 手に
汗
握
る 

輓
馬
大
会 

お
 温泉
来
て
け
ろ 

美
肌
の
湯 

め
 珍し
い
味 

鮎
ア
イ
ス
… 

で
 伝統
続
く 

猿
羽
根
山
相
撲 

と
 とろけ
る
よ
う
な 

ど
ぶ
ろ
く
の
味 

う
 生まれ
て
良
か
っ
た 

舟
形
町 

舟
形
町
の
名
産
・
名
所
を
カ
ル
タ
に 

し
て
み
ま
し
た
。 

新 

春 

カ 

ル 

タ 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ 

（平成17年12月31日現在データ） 

●出生　48人（前年55人） ●人口密度　56人/km2●消防団員 
　438人（前年441人） 

●世帯　3.5人/世帯 

（Ｈ16.10.１現在） 

●死亡　80人（前年62人） 

●婚姻　37組（前年33組） 

（Ｈ17.５.１現在） 

●65歳以上人口 
　2,048人（3.3人に１人） 

●町の財政支出（一般会計） 
　１人当たり　592,541円 

●小学校児童数　315人（前年313人） 
●中学校生徒数　220人（前年237人） 

●転入　145人（前年124人） 
●転出　150人（前年172人） 

●交通事故件数  人身27件 
　（死亡１名：負傷31名） 
　　　　　　　物損109件 

●農業戸数　750戸 ●火災　２件 
（Ｈ17.２.１現在） 

●経営耕地面積　1,367ha 
（Ｈ17.２.１現在） 

●自動車保有数　4,640台 
（Ｈ17．４．１現在） 

（Ｈ16度決算） 

●町の予算（一般会計） 
　１人当たり　611,274円 

（Ｈ16度決算） 

●製造業事業所数 
　　　　　　　８事業所 
●工業総出荷額 
　　　　42億9,844万円 

（Ｈ16.12末現在） 

●水道普及率　　99.6％ 
　１日使用量　2,023m3

●救急車出場回数 
　146件（前年143件） 

（Ｈ16．３末現在） 

●若あゆ温泉利用者数 
　　　　　157,109人 

●人　口 
　6,731人　（前年6,773人） 
●世帯数 
　1,903世帯（前年1,901世帯） 

20
05
 

年
版
 

.
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早
起
き
 

適
度
な
 

運
動
 朝
食
 

※足の甲を床に付け、 

　ひざを曲げる 

子どもの生活リズムは 

決めて！ 
　７月に町の小・中学生を対象に、生活リズムアンケートを行ったところ、「朝からあくびを 

する」「睡眠不足が原因の体調不良」という状況がみうけられました。就寝時刻が遅くなるこ 

とにより、起床時刻も遅くなり、その結果「時間がない」という理由で朝食も摂らずに登校し 

ている状況もうかがえます。年齢に応じて必要な睡眠時間が確保できるような生活リズムをつ 

くっていきましょう。 

 

◆夜型の生活がいけない訳◆ 
　　子どもの生活リズムにとって、早起きが大事だと強調されています。メラトニン（老化防 

　止や抗ガン作用、性の早熟を防止するという働きがある）というホルモンは暗くなると分泌 

　されますが、夜に光を浴びることで分泌が抑えられてしまうため、遅寝によってメラトニン 

　の分泌が減ってしまう可能性があります。早寝するためには、まず早起きして朝日を浴びて、 

　昼は十分に外遊びをし、夜は眠れる環境を整えて遅寝をなくす必要があります。 

 

◆「キレる」子どもと睡眠の関係◆ 
　　まだ検証されていませんが、セロトニンというホルモンが関与しているのではないかと考 

　えられています。このホルモンは攻撃性を抑制する作用があり、昼間起きて活発な運動（か 

　む、歩く、呼吸する）をしているときに分泌され、睡眠時には出ないものです。慢性的な睡 

　眠不足で、生活リズムが乱れたり、活発な運動が少なかったりするとセロトニンの分泌が弱 

　まり、イライラして「キレる」という状態を引き起こすのではないかといわれています。 

　　実際、子どもへの調査でも夜更かし、朝食抜きの子どもほどイライラ感が多くなっていま 

　す。日中、適度な運動をしてメリハリのついた生活をしていないと、ホルモンが分泌される 

　正常なリズムが狂ってしまいます。 

                     　　　　　　　　　　　　　　 【埼玉協同病院・小児科　　荒熊　智宏　医師より】 

【ストレッチはいかが？】 
　寒くなると運動不足になりがち。おふろの後や、 

運動前に試してみてね。気持ちいいよ！ 

※ひざを伸ばして、 

　腕に体重をかける 

（壁に手をついて、かかとは床に付けたまま） 

※下半身を動かさず、 

　体をひねる 

※まげている足の 

　かかとを床につける 

※体を前に倒さないように 

　左右に曲げる 

早起きと朝食と適度な運動が 21

21

21

21

21
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《町・県民税の申告が必要な方》 

　平成18年１月１日現在、舟形町に住所がある方、または住所がなくても生活の根拠がある方で 

　　①勤務先で年末調整をしていない方 

　　②平成17年の中途で退職した方 

　　③勤務先をかえた方で、前職分を会社に報告してない方 

　　④２ヶ所以上から給与、報酬などを受けた方 

　　⑤給与以外の所得がある方 

　※給与所得のみの方で年末調整済の方は、町・県民税の申告は必要ありません。 

　　また、直接税務署に確定申告をされた方は、町・県民税も併せて申告したものと見なされます。 

　※収入のない方でも申告をしないと国民健康保険税の軽減措置や福祉施策などを受けられなくなる場合が

　　ありますので、注意して下さい。 

 

《確定申告が必要な方》 

　　①事業所得（営業・農業・その他の事業所得）や不動産所得がある人で、昨年中の所得の合計額が基礎

　　控除、その他の控除の合計額を超える人 

　　②土地や建物の売却による所得がある人 

　　③雑損控除や医療費控除を受けようとする人 

　　④給与所得者で 

　　　・平成１７年中の給与収入が2,000万円を越える人  

　　　・給与を２カ所以上の事業所から受けている人 

　　　・給与以外の所得が20万円を越える人 

 

《申告の際に持参するもの》 

　　①印鑑 

　　②源泉徴収票などの収入のわかるもの 

　　③営業、農業、その他の事業所得があった方は、帳簿書類、通帳など収入・支出のわかるもの 

　　④雑損控除、医療費控除等を受ける方は、その支出のわかる領収書など 

　　⑤生命保険料、損害保険料等の領収書・証明書 

　　　※領収書等は集計して持参ください。 

申告の期限は３月15日です 
不明な点は、町民課税務国保班へ遠慮なくご相談下さい 

�３２－２１１１（内線53・54） 

大平・小松・太折 
舟形１・舟形２・鼠沢 
舟形３・舟形４ 
一の関・経壇原 
西堀・木友 
紫山・向山・沖の原 
野・幅・長尾 
内山・長沢１・２・３ 
瀬脇・横山・真木野・新堀・実栗屋 
堀内・洲崎・西又・松橋 
長者原・福寿野・馬形 
富田１・富田２ 

9：00～12：00 
13：00～16：30 
9：00～12：00 
13：00～16：30 
9：00～12：00 
13：00～16：30 
9：00～12：00 
13：00～16：30 
9：00～12：00 
13：00～16：30 
9：00～12：00 
13：00～16：30 

9：00～15：30

会　　　　　場 時　　　間 町　　　内　　　名 相 談 日 

２/７（火） 
 

２/８（水） 
 

２/９（木） 
 

２/10（金） 
 

２/13（月） 
 

２/14（火） 

２/16～３/15（土・日除く) 　 
確　定　申　告 

【申告相談日程表】 

役場３階会議室 
 
役場３階会議室 
　 
役場３階会議室 
 
生涯学習センター２Ｆ多目的集会室 
 
堀内農村環境改善センター２Ｆ研修室 
 
堀内農村環境改善センター２Ｆ研修室 
　　　 
役場３階会議室 

町県民税・所得税の申告が始まります 
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※
定
員
15
名
の
予
約
制
で
す
。

ご
協
力
下
さ
る
方
は
２
月
６
日

(

月)

ま
で
下
記
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。 

▼
日
　
時
／
２
月
８
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時 

▼
場
　
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
持
ち
物
／
献
血
手
帳
・
身
分

を
証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
・
保
険
証
等
） 

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
／
町
民

課
　
健
康
福
祉
班
　
32
―
２
１

１
１
（
内
線
19
） 

  

▼
物
件
／
宅
地
、
建
物
、
農
地
、

原
野
、
山
林
、
雑
種
地
な
ど
新

庄
市
及
び
最
上
郡
内
の
町
村
　

合
計
約
20
件 

▼
物
件
明
細
書
等
閲
覧
期
間
と

場
所
／ 

平
成
18
年
２
月
３
日
〜
３
月
９

日 山
形
地
方
裁
判
所
新
庄
支
部
１

階
事
務
室 

▼
入
札
期
間
／
平
成
18
年
３
月

２
日
〜
３
月
９
日
午
後
５
時
ま

で ▼
入
札
場
所
／
山
形
地
方
裁
判

所
新
庄
支
部
１
階
執
行
官
室 

▼
開
札
期
日
／
３
月
16
日
午
前

10
時 

▼
照
会
先
／
山
形
地
方
裁
判
所

新
庄
支
部
１
階
事
務
室
執
行
係

�（
22
）
０
２
６
５ 

    

▼
受
付
期
間
／
平
成
18
年
２
月

１
日(

水)

〜
平
成
18
年
２
月
28

日(

火)

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
。
郵
送
の
場
合
は
２
月

28
日
必
着
） 

▼
有
効
期
間
／
平
成
18
年
４
月

１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日
ま

で
の
１
カ
年
間 

▼
提
出
書
類
の
様
式
等
／ 

①
Ａ
４
版
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル

に
左
綴
じ
、
表
紙
と
背
表
紙
に

タ
イ
ト
ル
及
び
商
号
又
は
名
称

を
記
入
す
る
こ
と
。(

注)

：
フ

ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
の
と
じ
具
は
、

金
属
不
可
。
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

可
） 

②
フ
ァ
イ
ル
指
定
色
　
建
設
工

事
（
水
色
）
、
測
量
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
緑
色
）
、
物
品
役

務
等
（
桃
色
） 

▼
提
出
部
数
／
舟
形
町
長
　
伊

藤
和
昭
　
あ
て
１
部 

▼
そ
の
他
／
提
出
書
類
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
舟
形
町
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
要
領

参
照 

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
総
務
課
情
報
管
財
班
　
内
線

49
 

今月の納期 

◆国民健康保険税(４期) 

◆介護保険料普徴(４期) 

　納期限･･･１月31日(火) 

　忘れず納税しましょう。 

目
の
前
の
真
白
一
面
の
雪
原
を
尺
刻
み
つ
つ
道
つ
け
す
が
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
よ
し
子
（
舟
形
一
） 

こ
の
雪
も
吾
れ
を
育
て
て
呉
れ
し
か
な
一
夜
に
積
る
　
の
懐
か
し 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

初
春
の
祝
い
の
膳
も
賑
や
か
に
今
年
は
曾
孫
も
仲
間
入
り
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

初
春
は
孫
と
息
子
と
嫁
集
ひ
大
声
あ
げ
て
膳
を
囲
め
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

降
り
に
ふ
る
雪
に
こ
も
り
て
草
花
の
芽
出
づ
る
春
を
ひ
た
す
ら
に
待
つ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

他
人
ご
と
と
思
ひ
き
八
十
路
の
坂
迎
へ
若
さ
欲
し
さ
に
青
竹
を
踏
む 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

墨
を
磨
り
終
へ
て
見
上
ぐ
る
青
空
に
軽
が
る
と
浮
く
書
初
の
文
字 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

年
明
け
の
空
穏
や
か
に
静
も
り
て
露
天
の
風
呂
に
初
日
お
ろ
が
む 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

吹
雪
く
日
は
そ
う
多
か
ら
ず
静
か
に
も
雪
降
り
続
く
ひ
た
す
ら
続
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

初
雪
に
山
も
野
原
も
綿
帽
子
ク
リ
ス
マ
ス
祝
う
教
会
の
鐘 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

雲
間
よ
り
舞
っ
て
降
り
来
る
細
雪
地
上
に
降
り
て
は
か
な
く
消
え
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
貴
　
大
（
光
生
園
） 

元
気
で
と
冬
至
に
灯
す
お
さ
い
と
う
炎
舞
い
上
げ
豊
作
祈
願 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
山
　
上
　
貴
　
子
（
光
生
園
） 

羽
織
着
て
足
元
気
に
し
歩
き
出
す
元
朝
参
り
に
願
い
を
込
め
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
福
　
田
　
裕
　
子
（
光
生
園
） 

初
雪
に
い
よ

く
ひ
も
じ
群
れ
烏
渋
さ
の
残
る
木
守
の
柿
に 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

 

【
千
風
会
「
正
月
」
】 

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
笑
顔
で
迎
ふ
新
年
の
習
慣
に
子
等
も
笑
顔
の
あ
い
さ
つ 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

ふ
り
か
へ
り
つ
つ
賀
状
か
く
う
た
の
師
へ
き
び
し
き
教
示
の
愛
の
戈
月 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

さ
あ
お
た
べ
漫
遊
帰
へ
り
の
鶇
く
ん
ナ
ツ
メ
に
イ
チ
ヂ
ク
御
節
振
舞 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

例
年
の
こ
と
と
て
活
け
る
松
竹
梅
一
つ
佳
き
生
れ
葉
牡
丹
そ
え
る 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

七
人
の
孫
を
前
に
し
迎
ふ
新
春
来
し
方
の
わ
が
人
生
よ
み
が
へ
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

悪
し
き
こ
と
な
か
れ
年
に
と
詣
で
け
る
あ
め
つ
ち
の
神
佛
の
み
こ
こ
ろ
に 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

 

あ
ら
た
ま
の
年
の
始
め
の
た
め
し
と
て
日
の
昇
る
山
河
の
き
わ
み
に
拝
す 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

　
※
た
め
し
と
て
・
・
・
習
慣
と
し
て
／
例
年
の
な
ら
い
と
し
て 

  

伯
母
逝
く
を
話
す
墓
標
の
雪
化
粧 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
実
　
　
　
　
　
　
石
　
川
　
玲
　
子
（
埼
　
玉
） 

振
り
子
の
音
静
か
に
刻
む
凍
て
し
夜 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

書
初
や
少
年
の
目
の
光
り
ゐ
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

柚
子
湯
に
と
娘
よ
り
届
き
し
雪
の
朝 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

喪
続
き
の
し
ら
じ
ら
と
し
て
冬
ざ
る
ゝ 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

雪
掻
の
揃
ふ
も
そ
ろ
ひ
爺
と
婆 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

松
林
の
み
な
傾
き
て
冬
の
浜 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

数
へ
日
の
口
先
ば
か
り
忙
し
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

大
寒
波
山
河
の
景
も
捨
て
が
た
し 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

束
の
間
の
雲
間
に
浮
ぶ
冬
の
月 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

な
め
こ
汁
ふ
る
里
忍
ぶ
食
事
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
骨
抜
き
工
事
み
ぞ
れ
空 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
笹
　
原
　
　
　
清
（
光
生
園
） 

カ
ラ
オ
ケ
の
歌
声
ひ
ゞ
く
冬
の
空 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

ハ
タ
ハ
タ
に
群
れ
る
釣
人
酒
田
港 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
矢
　
口
　
友
　
美
（
光
生
園
） 

降
る
雪
を
窓
辺
に
う
つ
し
思
ふ
里 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
秋
　
保
　
宏
　
子
（
光
生
園
） 

雪
の
上
木
の
葉
の
舞
い
に
小
鳥
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
土
　
田
　
志
　
津
（
光
生
園
） 

飛
び
切
り
の
蕪
ぽ
っ
て
り
煮
上
が
り
ぬ 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
３
） 

赤
き
傘
頬
染
め
し
女
雪
明
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

紅
白
の
昴
ぶ
り
醒
め
し
除
夜
の
鐘 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
山
　
本
　
征
　
行
（
堀
　
内
） 

数
え
日
に
脱
線
事
故
の
冴
ゆ
哀
し 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
３
） 

町営住宅入居者募集（木友団地） 

.

　母親の偉大さを見つめ直せる
本です。おもしろいし、泣けます。
後半1/3は涙が止まらないまま
でも読み続けてしまいます。 
　改めて親を大事にしていきた
いと思える素晴らしい一冊です。 

　喋りはうまいのに信用できない人
と、無口でも説得力にあふれた人の
差はどこにあるのか。女性の嘘を見
破りにくい理由とは何か。すべてを
左右しているのは「見た目」だった！ 
　言葉なしのコミュニケーションに
ついて。タイトルはドキっとするけ
ど、マナーの必要性など言っている
ことはうなずけることばかりです。 

お
し
ら
せ 

平
成
18
年
度
　
舟
形
町
競
争
入
札 

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付 

成
分
献
血
に
ご
協
力
下
さ
い 

不
動
産
を
競
売
し
ま
す 

【募集戸数】１戸（10号棟） 

【募集期間】２月１日（水）から２月10日（金）まで 

【入居資格】①同居親族があること 

②所得要件：年間給与等の所得から各種控除額を 
差し引いた額の１/12の額が20万円以下の方 

③税及び公共料金の滞納がない方で、住宅に困窮 
している方 

【家賃及び敷金】家賃／18,100円～30,000円（所得額で決定） 
敷金／家賃の３ヶ月分  

【優遇措置対象あり】（身体・知的・精神障害者、高齢者、母子、 
　　　　　　　　　　生活保護、多子）世帯　 

【規模及び構造】８帖和室×2　 6帖和室×１ 
　　　　　　　　（ガスレンジは持込下さい） 

【申し込み・問い合わせ先】役場振興課　地域整備班 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL 32-2111（内線33） 

町営住宅入居者募集（木友団地） 町営住宅入居者募集（木友団地） 

運
行
廃
止
の
危
機
、
存
続
へ
ご
協
力
を
。
新
庄
〜
堀
内
線
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
�32ー2111 　25

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

内 

若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
２月の若あゆ温泉の休館日は、２月８日（水）、22日（水） 

タバコは町内で買いましょう。 
12月のタバコ税は1,801,232円 

新庄警察署からのお知らせ 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

東
京
タ
ワ
ー  

オ
カ
ン
と
ボ
ク
と
、時
々
、オ
ト
ン 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
扶
桑
社
） 

人
は
見
た
目
が
９
割  

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潮
社
） 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

　雪下ろし中の転落で、最上地区で12月中、13人が重軽傷を負ったほか、
屋根からの落雪で生き埋めになる事故も発生しています。 
・雪下ろし中の事故防止 
　命綱をつけ２人以上で／滑らない工夫を／ひさしの部分は慎重に 
・除雪機使用中の事故防止 
　ローター回転中は前に「立たない」、「立たせない」／雪の取り除きは必
　ずエンジンを止める 
・流雪溝・側溝での事故防止 
　雪を捨てた後はフタを閉める 

～雪に伴う事故多発、13人重軽傷～ 

し
　
ろ 

ひ
　
と 

す 

な
ら
い 

よ 

あ 

は
　
る
　
こ 

ゆ
　
ず 

こ 

・
　
・
　
・ 

あ 
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町
営
バ
ス
は
ど
こ
か
ら
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
 

総務課　No.250
２月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

16日（木） 

15日（水） 

7日（火） 

 

（
新
庄
市
） 

               

　
舟
形
町
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

　
み
な
さ
ん
、
年
末
年
始
は
ど
う
過
ご
さ
れ

ま
し
た
か
？ 

　
私
は
、
東
京
か
ら
里
帰
り
し
て
い
た
従
姉

と
そ
の
子
供
た
ち
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

や
は
り
雪
が
珍
し
い
の
か
、
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぎ

な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
子
供
た
ち

の
笑
顔
は
と
て
も
可
愛
い
く
て
、
自
分
ま
で

元
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

　
今
月
、
私
の
家
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ハ
プ

ニ
ン
グ
が
…
。
私
の
母
・
姉
が
食
あ
た
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
!!
同
じ
時
間
に
具
合

が
悪
く
な
り
、私
は
テ
ン
テ
コ
ま
い
!!
原
因
は

伊
藤
家
全
員
の
好
物
で
も
あ
る
�
生
ガ
キ
�
。

ち
な
み
に
、
父
と
私
は
あ
た
ら
ず
…
。(

苦
笑)

今
は
元
気
に
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
！

皆
さ
ん
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

　
さ
て
、
今
回
は
最
近
始
め
た
私
の
趣
味
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
は

最
近
、
ダ
ン
ス
を
始
め
た
ん
で
す
。
先
に
姉

が
始
め
て
お
り
、
前
か
ら
ダ
ン
ス
が
し
た
い

と
言
っ
て
い
る
私
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
そ
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
名
前
が
『
ち
ゃ
れ

ん
こ
』
で
す
。
ち
ゃ
れ
ん
こ
と
は
表
現
遊
び

サ
ー
ク
ル
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
供
た
ち

か
ら
き
て
い
ま
す
。
初
め
て
、
ダ
ン
ス
を
見

た
と
き
は
ビ
ッ
ク
リ
！
小
学
生
の
低
学
年
・

高
学
年
・
中
学
生
の
子
供
た
ち
が
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
や
ロ
ッ
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
ん

で
す
。 

　
私
は
「
す
ご
い
…
」
と
い
う
言
葉
し
か
出

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
の
ち
ゃ
れ
ん
こ
の
子
供
た
ち
に
教
え
て

い
る
の
は
、
私
の
姉
を
含
め
３
人
い
る
の
で

す
が
、
そ
の
大
人
チ
ー
ム
に
入
れ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
初
心
者
も
初
心
者
の
私
に
、
み
な

さ
ん
は
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
て
、
少
し
づ
つ

で
す
が
リ
ズ
ム
を
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
踊

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
き
て
い
ま
す
。
で
も
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
忘
れ
て
し
ま
い
、
四
苦
八
苦

の
毎
日
で
す
。  

　
こ
の
ち
ゃ
れ
ん
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
２
月
に

あ
り
ま
す
。
『
ち
ゃ
れ
ん
こ
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
６
』
が
２
月
19
日
（
日
）、
新
庄
市
民
文
化

会
館
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
ん
な
出
店
も
あ
り
、

私
も
参
加
し
ま
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る
方

は
是
非
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

『わずかな飲酒』をあなどるな !!  
酔いの自覚がない軽度の飲酒による事故が圧倒的に多い！ 

▲醒めたつもりでも・・・ 
　酒を飲んで２～３時間たった時点で「もう醒 
めた」と感じても、血液中のアルコール濃度が 

最も高くなるのは２時間後くらいなので、こ 

の時点での運転は、明らかな「飲酒運転」。 

▲酒に強くても・・・ 
　｢酒に強い人｣は｢酒に弱い人｣に比べて、 
酒を飲んでも、頭痛がしたり・気分が 

悪くなったりすることが少ないため、 

酔い具合を軽く評価しがちだが｢反 

応時間｣は個々人の｢酒の強さ｣に 

かかわらずほぼ同時に延びる。 

　　　▼免許の停止・取消し 
　　　　　　たとえ事故を起こさなくても、免許 

　　　　　の停止や取消しの処分を受け、取消し 

　　　　処分を受けると、最長で「５年間」免許 

　　　を取得できなくなる。 

　▼失業する 
　　　解雇されたり、廃業に追い込まれ、再就職 

　　もままならなくなる。 

▼服役 
　死亡事故を起こすと、刑務所で服役という実刑 

判決が多い。 

通信通信  通信  
Vol.63Vol.63

軽
い
１
杯

軽
い
１
杯 

軽
い
１
杯 

　
今
回
の
テ
ー
マ
は 

　【
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
】で
す
。 

「
ス
ト
レ
ス
？
い
や
ー
ま
っ
た
く
な
い
ね
ぇ
」
な
ん
て
い

う
人
は
、
お
そ
ら
く
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

で
も
、
「
最
近
、
気
持
ち
が
落
ち
込
み
が
ち
だ
」
「
か
ら

だ
の
疲
れ
が
と
れ
な
い
」
・
・
・
そ
ん
な
こ
と
が
続
く
場

合
は
、
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
心
や
身
体
に
不
調
を
き
た
す

�
ス
ト
レ
ス
病

�
に
か
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

心
身
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な
サ
イ
ン
が
発
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

注
意
深
く
、
耳
を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

●
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う 

　
い
ま
の
あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
度
は
ど
の
程
度
の
も
の
で

し
ょ
う
か
。
次
の
表
で
自
己
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

 

【
こ
こ
ろ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
表
】（
関
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
式
） 

　
※
最
近
一
ヶ
月
の
内
に
思
い
当
た
る
も
の
に
□
を
付
け
て
み
よ
う
。 

□
家
庭
内
で
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
た
。 

□
仕
事
に
お
い
て
多
く
の
変
化
が
あ
っ
た 

□
日
ご
ろ
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
趣
味
な
ど
が
な
い
。 

□
い
つ
も
実
践
し
て
い
る
運
動
な
ど
が
な
い
。 

□
気
分
が
沈
み
が
ち
で
、
憂
う
つ
で
あ
る
。 

□
さ
さ
い
な
こ
と
に
腹
が
立
ち
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
。 

□
仕
事
を
や
る
気
が
な
く
な
り
、
疲
れ
や
す
い
。 

□
人
に
会
う
の
が
お
っ
く
う
で
、な
ん
で
も
め
ん
ど
う
く
さ
い
。 

□
前
日
の
疲
れ
が
と
れ
ず
、
朝
方
か
ら
体
が
だ
る
い
。 

□
寝
つ
き
が
わ
る
く
、
夢
を
見
る
こ
と
が
多
い
。 

□
頭
が
す
っ
き
り
し
な
く
、
頭
重
感
が
あ
る
。 

□
肩
こ
り
や
背
中
、
腰
が
痛
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。 

□
食
欲
が
な
く
な
り
、
し
だ
い
に
体
重
が
減
っ
て
き
た
。 

□
腹
が
張
り
、
下
痢
や
便
秘
を
交
互
に
繰
り
返
す
。 

□
目
が
疲
れ
た
り
、
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
が
あ
る
。 

□
急
に
息
苦
し
く
な
っ
た
り
、
胸
が
痛
く
な
る
。 

□
手
足
が
冷
た
く
感
じ
た
り
、
汗
を
か
き
や
す
い
。 

□
よ
く
か
ぜ
を
ひ
く
が
、
治
り
に
く
く
長
引
く
。 

□
医
者
の
診
察
を
受
け
た
ら
気
の
せ
い
だ
と
い
わ
れ
た
。 

チ
ェ
ッ
ク
の
数 

  

５
つ
以
下
・
・
正
常
範
囲 

  

６
〜
10
・
・
・
ス
ト
レ
ス
予
備
状
態 

  

11
〜
15
・
・
・
ス
ト
レ
ス
状
態
（
要
注
意
） 

  

16
以
上
・
・
・
ス
ト
レ
ス
病
（
要
治
療
） 

　
こ
れ
は
、
今
ど
れ
だ
け
の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
か

を
知
る
目
安
に
な
り
ま
す
。 

　
内
科
的
に
は
問
題
な
し
と
言
わ
れ
た
が
不
調
が
つ
づ
き
、

チ
ェ
ッ
ク
の
数
が
多
か
っ
た
方
は
、
心
が
疲
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
　 

 

　
〜
心
の
こ
と
を
、
も
っ
と
気
づ
か
っ
て
〜 

　
身
体
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
怪
我
を
す
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
に
、
心
の
調
子
を
崩
す
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。 

家
族
や
ま
わ
り
の
人
が
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
心
の
不
調
に
つ
い
て
は
、
精
神
科
・
心
療
内
科
が
主
な

診
療
科
に
な
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
町
の
保
健
師
も
活
用
し
て
下
さ
い
。 

　
　
こ
こ
ろ
の
元
気
を
ア
ッ
プ
す
る
方
法
は
次
号
に
。 

12月２日～１月１日届出分 

野 

えんじゅ荘 

富田２ 

舟形１ 

長者原 

松　橋 

太　折 

舟形４ 

沖の原 

85（宏　之） 
91（本　人） 
84（政　幸） 
81（賢　二） 
80（謙　一） 
90（喜三郎） 
71（喜　一） 
67（　厚　） 
82（孝　美） 

三浦　米雄 
八鍬フズヨ 
山科　　正 
星川　トミ 
豊岡登代子 
齊藤　権吉 
庄司　淳子 
伊藤　正八 
佐藤オキミ 

□ご結婚おめでとう ◆ 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

富田２ 

内　山 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,300人 

：3,431人 

：6,731人 

：1,903世帯 

（－７） 

（－３） 

（－10） 

（＋３） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男　2,628人 
女　2,820人 計5,448人 

(12／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

12
31

 

　野 八鍬　瑠空 （　　） 
る　あ 政　幸 

恵　理 

□お誕生おめでとう ◆ 

 加藤　憲司 
（叶内）智子 
 

ゝ
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皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

　
12
月
あ
た
ま
か
ら
降
り
出
し
た
雪
は
、

勢
い
の
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
私

た
ち
の
生
活
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。 

　
雪
と
の｢

共
存
」
は
、
こ
の
町
に
生
ま

れ
育
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
長
い
テ

ー
マ
で
あ
り
、
雪
と
上
手
に
付
き
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。  

　
と
は
言
っ
て
も
、
こ
う
も
毎
日
降
り

続
く
と
嫌
に
な
り
ま
す
よ
ね
〜
。 

　
そ
ん
な
時
は
若
あ
ゆ
温
泉
で
ゆ
っ
く

り
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

　
こ
の
冬
の
お
す
す
め
は
「
湯
治
プ
ラ
ン
」。

１
泊
３
食
で
な
ん
と
驚
き
の
５
，
５
０
０

円
。  

 

し･

か･

も
『
温
泉
に
入
り
放
題
』『
美
肌

に
な
り
放
題
』
な
ん
で
す
。 

 

た
ま
に
は
雪
か
ら
解
放
さ
れ
て 

の
ん
び
り
　
の
ん
び
り
・
・
・
。 

                                     

（
ま
さ
） 

あとがき 
postscript

　
日
本
の
湖
や
沼
に
は
昔
か
ら
多
く
の
生
物
が
生
息
し
て
お

り
、
「
食
う
、
食
わ
れ
る
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
生
態
系

が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
正
後
期
に
大
問
題
が

発
生
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス(

以
下
、
バ
ス)

が
外
国
か
ら

持
ち
込
ま
れ
放
流
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
湖
や
沼
の

生
態
系
は
大
き
く
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
バ
ス
は
肉
食
魚

で
他
の
魚
な
ど
を
食
べ
て
生
活
し
て
お
り
、
天
敵
が
い
な
い

た
め
ど
ん
ど
ん
増
え
、
昔
か
ら
日
本
に
い
た
魚
を
食
い
尽
く

し
、
中
に
は
絶
滅
ま
で
追
い
や
っ
た
種
も
あ
り
ま
す
。 

　
で
は
、
な
ぜ
バ
ス
は
こ
こ
ま
で
増
加
し
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
天
敵
が
い
な
い
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
バ
ス
が
釣
り
の
対
象
と
し
て
絶
大
な
人
気
が
あ
り
、

観
光
客
を
呼
び
込
む
力
が
あ
る
た
め
で
す
。
い
わ
ば
人
間
の

趣
向
欲
や
金
銭
欲
も
そ
の
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
も
違

法
な
放
流
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
舟
形
町
で
も
バ
ス
が
生
息
し
て
い
る
場
所
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
駆
除
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
大

き
な
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
今
、
最
も
恐
る
べ
き
事
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
バ
ス
が
川
へ
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
バ
ス
は
一

般
的
に
温
か
い
水
で
流
れ
の
な
い
場
所
を
好
み
ま
す
が
、
冷

た
い
水
で
か
つ
流
れ
の
あ
る
場
所
で
も
生
息
す
る
バ
ス
が
お

り
、
小
国
川
で
も
生
息
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
つ
ま

り
、
小
国
川
の
宝
で
あ
る
ア
ユ
に
も
バ
ス
魔
の
手
が
も
う
そ

こ
ま
で
迫
っ
て
い
る
の
で
す
。 

　
バ
ス
を
放
っ
て
お
く
と
全
て
の
魚
類
が
バ
ス
に
食
い
尽
く

さ
れ
て
し
ま
う
日
が
や
っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
バ
ス
は
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
持
ち
帰
る
こ
と

や
他
の
湖
沼
へ
放
流
す
る
こ
と
が
正
式
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
「
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
」
と
な
る
訳
で
す

が
、
こ
れ
も
バ
ス
を
増
加
さ
せ
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
お

り
複
雑
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

シリーズ　川・生き・活き その� 

この紙は再生紙を使用しています 

『
湖
の
帝
王
』 
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